
Elias to Christ
――ランスロット・アンドルーズの「ルカによる福音書」による火薬陰謀事件記念説教――

高橋正平

序

1605年11月5日の過激派カトリック教徒が計画した国会議事堂爆破による

ジェームズー世殺害未連事件はジェームズー世がイギリス国王となってわずか

2年しか経過していなかったが，王自身を驚博させた事件であった°　ジェーム

ズー世はこの事件後国内の説教家に事件にっいての説教を行わせ，事件の風化

を防ぐと同時に何よりも王殺害を狙った事件がいかに凶悪なものであるかを民

衆に周知徹底させようとした°　ジェームズー世の意向を十分に汲み取った説教

家にランスロツ1、・アンドルーズ（LancelotAndrewes）がいる°　アン／ドルーズ

は，1606年から1618年までほぼ毎年11月5日に火薬陰謀事件記念説教を王の前

で行っている。アンドルーズは，ジェームズー世の意向を沿い，時にはジェー

ムズー世の政策や王が固執した王権神授説の宣伝を行い，王のスポークスマン

的役割を十分に果たす°火薬陰謀事件説教で説教家が行うべき任務ははっきり

している°事件を計画したジェズイット批判，ジェームズー世の神の慈悲によ

る奇跡的救出，この2点が説教のメインとなる。特に後者の神によるジェーム

ズ一世救出にっいて説教家は聖書から事件と類似した箇所を探し出し，それを

火薬陰謀事件に適応し，事件の糾弾にあたる°聖書の権威を借用してジェーム

ズー世擁護にあたるわけである°火薬陰謀事件記念説教において興味深いのは

巷説敦家が説教で取り上げる聖書である°　なぜかといえば火薬陰謀事件説教で

はアンドルーズ以外の説教家を含め，ほとんどの説教家は旧約聖書の一節を取

り上げているからである°1605年から1651年までの火薬陰謀事件記念説教は32

編あるが，そのうち旧約聖書を基にした説教は27編で残りの5編は新約聖書の
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一 節を基 にして い る( 1 ) ｡ ア ン ドル ⊥ ズ は1 61 8 年ま で合計1 0 編の火薬陰謀事件記

念説教を行 っ て い るが , そ のうち の16 0 9 年と16 1 7 年の 説教だけが新約聖書の

｢ ル カ伝+ を基にして い る ｡ 火薬陰謀事件説教がほとん どが旧約聖書に基 づ い て

い る事実は注目に催する ｡ たとえば, 火薬陰謀事件直後の説教で ウ イ リ ア ム ･

バ ー

ロ ー ( W illi a m B a rl o w ) の は ｢ 詩篇+ 1 8 篇5 0 節を題材とし, 主が ダ ビデを戟

い から救出してくれた ことをジ ェ ー ム ズ ー 世 が火薬陰謀事件か らの奇跡的な救

出に重ね合わせ , 神 の 慈悲を強調する
( 2 )
｡ ア ン ドル ー ズ は最初の火薬陰謀事件

記念説教を16 0 6 年に行 っ て い る が , そ こ で彼が取り上げた聖書 の 一

節 は｢ 詩編+

1 1 8 篇2 3 節 - 2 4 節であ っ た｡ 1 1 8 篇は ユ ダ ヤ人の 敵の 陰謀から の救助と死に至る

神による懲罰からの ユ ダヤ人救出を扱 い , その感謝を神に歌 っ て い る ｡ ｢ 詩編+

の 内容も神の慈悲によ る危機か らの救出と いう点で は火薬陰謀事件と同様で ,

ア ン ドル ー ズは .｢ 詩編+ と火薬陰謀事件と の関連性からジ ェ ー ム ズ ー

世を擁護

する
( 3 )
｡ ある い は ジ ョ ン ･ ダ ン (J o h n D o n n e) の 火薬陰謀事件記念説教は どう

か ｡ ダ ン は事件か ら17 年後の16 2 2 年に火薬陰謀事件記念説教を行 っ て い る ｡ そ

こ で ダ ン が選んだ聖書 の
一

節は旧約聖書 ｢ 哀歌+ 4 章20 節 の ｢ 主 の抽注がれ た

者, わたしたちの 息吹/ その 人が , 彼ら の民 に捕らえられ た｡+ で あ っ た｡ ダ ン

は , こ の
一

節をジ ェ ー ム ズ ー 世 に適応 し, ｢ 主 の抽注がれた者, わ たしたち の 息

吹+ を ジ ェ ー ム ズ ー

世 , ｢ わたしたち+ をイギリ ス 国民, ｢ 彼らの 民に捕らえら

れた+ を ジ ェ ー ム ズ
ー

世 が カトリ ッ ク教徒の火薬陰謀事件に巻き込まれた こと

とした
( 4)
｡ こ の ように火薬陰謀事件記念説教には旧約聖書から の

一

節を基に し

た説教が多 い ことは注目す べき こと である ｡ それはなぜ で あ っ たか ｡ ユ ダヤ人

は様 々 な困難に遭遇 しても依然と して神か ら見捨て られる ことなく, 窮地を脱

し, 民族の繁栄 へ 至 る ｡ そ の ユ ダ ヤ人とイギリス 人と重ね合わせる説教手法は

い やがうえにも国民感情を高揚させ たからで ある ｡ 引 こ しろイギリ ス 人は ユ ダ

ヤ人と同じく神の 選民で あると いう考えが
一

般人 に浸透 して い た時代であ っ

た｡ 旧約聖書によ る説教は計り知れな い 説得力と安堵感をイギリ ス 国民に与え

たにちが い な い ｡ そ の ような風潮の なか で ア ン ドル ー ズ は あえて1 60 9 年に ｢ ル

カ伝+ 9 章5 4 節 - 5 6 節に基づく説教を行 っ た ｡ ア ン ドル ー ズ の もう1 編 の ｢ ル

カ伝+ に基 づく説教は1 61 7 年に行われ て おり, 他 に は ジ ョ ン ･ ハ ケ ッ ト (J ｡ h n
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H a c k et) が1 6 2 4 年, ジ ュ レ ミ
- ･ テ イ ラ ー (J e r e m y T a yl o r) が1 6 3 8 年, ア ン ソ

- ･ バ ー ジ ェ ス ( A nt h o n y B u rg e s) が1 6 4 4 年 にそれぞれ新約聖書に基 づく説

教を行 っ て い るが , ア ン ドル
ー ズの ｢ ル カ伝+ に よ る火薬陰謀事件説教は事件

4 年後の16 0 9 年 で ある ｡ 火薬陰謀事件の衝撃がまだ覚めや ら ぬ16 0 9 年にあえて

ア ン ドル ー ズ が新約聖書をもとに説教を行 っ た真意はど こ にある の か｡ そもそ

も旧約聖書によ る説教と新約聖書によ る説教には何か違 い はある の だろうか ｡

ア ン ドル ー ズ は い か にして ｢ ル カ伝+ によ っ て火薬陰謀事件を批判して い る の

か , ま た ｢ ルや伝+ の 火薬陰謀事件 へ の適応 は い か なる効果をあげて
い る の か ,

こ れらを中心 にして ア ン ドル
ー ズ の 説教の真意を本論で解明して い きた い ｡

1 . ア ン ドル
ー ズ の ｢ ルカ伝+ 9 章5 4 節 - 5 6 節解釈

旧約聖書を基にした火薬陰謀事件記念説教で はイ ギリ ス 人が旧約聖書の ユ ダ

ヤ人と対比され, それらの説教は幾分扇情的な側面がなき にしもあらずと いう

感を受けるが , ア ン ドル
ー ズ の新約聖書に基 づく説教は どうか ｡ ア ン ドル

ー ズ

が ｢ ル カ伝+ を取り上げた理由は何だ っ たの か ｡ ｢ ル カ伝+ 5 4 節
-

5 6 節は以下 の

通りである ｡

A n d w h e n H i s d e s ci pl e s J a m e s a n d J o h n s a w it , th e y s aid , L o rd , w ilt
T h o u t h at

w e c o m m a n d th at fir e c o m e d o w n fr o m H e a v e n , a n d c o n s u m e t h e m , e v e n a s

Eli a s di d ? B ut J e s u s t u r n e d ab o ut a n d r eb u k e d th e m , a n d s aid , y e k n o w n o t o f

w h at sp l r lt y e a r e ･ F o r th e S o n of m a n is n o t c o m e t o d e str o y m e n
-

s li v e s
,
b ut t o

s a v e th e m ,

イ エ ス は救 い の成就の ため ガリラ ヤから エ ル サ レ ム - 向かう途上 であ っ た ｡ 途

中イ エ ス はサ マ リ アを通過した が , ユ ダヤ人とサ マ リ ア人は交流がなか っ たの

で
,
サ マ リ ア 人はイ エ ス

ー

行の サ マ リ ア通過を喜ばず, 宿泊を提供しなか っ た○

サ マ リ ア人か らの冷遇に弟子のヤ コ ブと ヨ ハ ネがサ マ リ ア の 町を天から火を呼

び集め て 焼き滅ぼすことをキリ ス トに提案する ｡ しかし, イ エ ス は彼らに同意
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せず, 彼らを叱り, その た めサ マ リ ア は天か らの火による焼却を免れる ｡ イ エ

ス はなぜ ヤ コ ブと ヨ ハ ネ の提案に同意しなか っ たの か｡ それ はヤ コ ブと ヨ ハ ネ

の行動は ｢ 無知+ に よ っ て い るとイ エ ス は考えたからで ある ｡ ア ン ドル ー ズ に

よれば弟子達の 無知は以下 の 通りである ｡

(1) ヤ コ ブと ヨ ハ ネはサ マ リ アを焼却する根拠に旧約の 預言者 エ リヤを先例 に

挙げる ｡

神からの ア ハ ジャ王 - の 死 の宣告をア ハ ジ ャ王 に伝える エ リ ヤを捕らえれ

るため に遣わした5 0 人 の 長と5 0 人 の部下を天か らの火により滅ぼした先例 が

ある ｡ 神 の使 い手で ある エ リ ヤ ヘ の不遜な行為により, ア ハ ジャ王から遣わ

された10 0 人が天から の火より滅ぼされた ｡ ア ン ドル ー ズ は ,
"

th e a u h o rity o f

s o g r e a t a P r o p h et i s e n o u g h t o d o n o m o r e th a n h e di d u p o n li k e o c c a si o n .

' '

と す

ら言う
(5 )
｡ ｢ かくも偉大なる預言者+ の先例がイ エ ス の弟子達にサ マ リ ア人 へ

の 火 に よ る焼却を可能にせ しめる ｡ エ リ ヤが行 っ たからイ エ ス の弟子達も同

様の ことが できると いう こと である ｡ しかも, エ リヤ の場合と比 べ て , ｢ エ リ

ヤ よりも偉大なる人+ すなわちイ エ ス が不名誉を被 っ たか ら エ リ ヤ の先例 は

も っ ともな こと である ｡ エ リヤ の先例があればこそイ エ ス の弟子達は何の 迷

い もなくサ マ リ ア人を火 で焼き滅ぼすこ とが可能である ｡

(2) エ リ ヤ の ｢ 火+ は ア ハ ジ ャ王から遣わされた1 00 人を殺害しただけで ある の

に反し, サ マ リ アセは多く の子供と女性が焼却の対象となる ｡ 神 は, ｢ 悪人+

と ｢ 悪意の な い 人+ を同時に滅ぼすことを許しは しな い ｡ エ リ ヤ は ｢ 悪意の

な い 人+ を殺害する ことはしなか っ たが, ヤ コ ブ と ヨ ハ ネ は善悪 の 区別をし

な い 無差別殺人を提案した｡ だから弟子達の ｢ エ リ ヤ が行 っ た ように+ と い

う表現は正 しくな い ｡ エ リヤ の天からの火 の対象は ｢ 悪意の ある人+ だけで

あ っ たの で , ｢ よう に+ と いう表現はサ マ リ ア事件にはあて はまらな い ｡ も し

｢ エ リヤが行 っ たように+ と い う表現に忠実に従うならばヤ コ ブと ヨ ハ ネもサ

マ リ ア人の なか でもキリ ス トに宿泊を拒んだ人達だけを ｢ 火+ の対象にす べ

き で あ っ た｡ だから実際は｢ エ リ ヤ が行 っ たように+ ではなく｢ エ リ ヤが行 っ

た こと+ とす べき であ っ た｡

(3) エ リヤ の行為には ｢特別な任務+
‾
があり , それは主 の使 い から ア ハ ジ ャ王

◎9 8
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は死 を免れな い と言われた ことを ア ハ ジ ャ王 の 使 い 手に告げる こと で あ っ

た｡ だから エ リ ヤ の行動に対して は｢ 国璽+ とも言うべ く主からの 認可があ っ

た｡ しかし, ヤ コ ブと ヨ ハ ネに関して は , イ エ ス へ の宿泊拒否を理由にして

サ マ リ アを焼却する ことはイ エ ス から託された ｢特別な任務+ で はなく, イ

エ ス か らは何も要請はな い ｡

(4) ｢ エ リ ヤが行 っ たように+ はサ マ リ ア焼却の先例として は弱い ｡ それは弟子

達の 無知によ っ て い る ｡ 弟子達は ｢火+ に よ るサ マ リ ア焼却 ｢行為+ の 許可

をイ エ ス に聞 い て い る の に , イ エ ス は弟子達の｢ 霊+ に つ い て答えて い る ｡ だ

から ｢ エ リヤが行 っ たように+ は ｢ 弱 い根拠+ にすぎな い ｡ 弟子達は行為だ

けで なく霊もイ エ ス と同じなければならな い ｡ イ エ ス の 霊がなければ ｢ エ リ

ヤが行 っ たように+ は何も行動の 裏付けとはならな い ｡

( 5) ヤ コ ブ と ヨ ハ ネ は エ リ ヤと同じ霊 であると言うかもしれな い が, それは彼

らの無知である ｡ エ リ ヤ の霊は エ リ ヤ の 時代にしか適応 できな い ｡ エ リ ヤ の

行為は彼の時代にあ っ て は正 しか っ たが, 時代が変わり, エ リ ヤ の霊はヤ コ

ブと ヨ ハ ネ の時代には妥当性を欠く｡ エ リ ヤ の霊は今や時代遅れ である
( 6 )
｡

( 6) な ぜ エ リ ヤは時代遅 れか ｡ こ れ に つ い て も弟子達は無知 で ある ｡
"

fi e ry

L a w
”

の 下で は ｢破壊する時+ はあ っ たが, 今はキリ ス ト到来の 時代である ｡

エ リ ヤ の 時代には
"

丘er y L a w
''

は間違 い とは言えなか っ たが, キリ ス トの時

代に
`･

fi e ry L a w
･ ･

は通用 しな い ○ 弟子達が
‾

サ マ リ ア焼却の先例として エ リ ヤ

を挙げたが , それ はキリス トの 時代にはそぐわな い ｡ ｢ 人 の子+ キリ ス トが到

来したか らには エ リ ヤ は不必要となる ｡ ｢ 立法者+ も ｢ 預言者+ も必要となら

な い ｡ 必要な の はただキリ ス トだけ である ｡ ｢ 人の子+ キリ ス ト が到来して い

る の に い まだ エ リヤ の霊を身に つ けて い る の は弟子達の はなはだし い無知で

ある ｡

(7) ヤ コ ブ と ヨ ハ ネがキリ ス トの弟子でありながら エ リヤを尊重すると い う こ

とはありえな い ｡ 弟子達が エ リ ヤかキリ ス トか い ずれの 霊を身に つ けるかを

選ばなければならな い とすれば, それはキリ ス トの霊 である ｡ キリ ス トの 弟

子 には エ リ ヤ の外套と霊を脱ぎ捨て る必要がある ｡ 弟子と師は同じ霊 で なけ

ればならな い か ら である ｡ しかもキリ ス トの 霊 は エ リヤ の霊とは異なる
( 7)
｡
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エ リ ヤ の霊が ジ ュ ビタ ー の 雷電を運 ぶ鷲だとすればキリ ス トの 霊は鳩の霊 で

あり, それ はオリ ー ブ の枝を持 っ て くる ｡ 怒りと破壊の人 エ リ ヤと異なり,

キリ ス トは愛を通して平和と救 い をもたらす｡ だからヤ コ ブ と ヨ ハ ネ にキリ

ス トの霊が備われば, 彼らの キリ ス ト へ の提案も ｢雷電+ で はなく ｢ オ リ ー

ブの枝+ の にお い となるはずである ｡ キリ ス トの 弟子でありながら エ リ ヤ的

な考えに固執したヤ コ ブと ヨ ハ ネ は大きな無知をさらけ出して い る ｡ 彼ら は

｢ 新しい 人+ キリ ス トの弟子で ありながら, まだ ｢ 古 い 人+ ェ リ ヤなしで は行

動できな い ｡ ｢ 律法+ ｢ 預言+ の 時代は去り, 隣人 - の 愛が救 い の た め に は不

可欠な時代である ｡ な の に ヤ コ ブと ヨ ハ ネ は相変わらず, エ リ ヤ に行動 の指

針を仰ぎ, しかも , ｢ 隣人+ サ マ リ ア人 - の 露骨な敵意, 容赦 の な い 怒りを表

す｡ こ れ は キリ ス ト の弟子 にはあるま じき著し い 人間愛を欠 い た行為で あ

る ｡ ヤ コ ブと ヨ ハ ネ にあ っ て 最大 の 無知は弟子達の キリ ス ト へ の誤解にあ

る ｡ 穏和な人キリ ス トにサ マ リ ア焼却の許可を求めると いう無知を弟子達は

露呈 して い る ｡

ヤ コ ブと ヨ ハ ネはサ マ リ ア焼却をイ エ ス に提案する際に様々 な無知をみ せ

て い るが , 彼 らの 個人的な無知と して は彼ら自身の霊 に つ い て の 無知が あ

る ｡

N e v e r [J e s
■
u s] thi n k s th e m o ti o n w o rt h th e a n s w e ri n g , a s b ei n g e vil e x i o t a

s ub s t a n ti a
,
b u t r e b u k e s th e m f o r m o v l n g lt , r e b u k e s th e sp lr l t it c a m e fr o m ,

r e b u k e s th e m of ig n o r a n c e o f th ei r o w n sp l 叫
( 8 )

イ エ ス は弟子達 の 提案には答える ことはせず, た だ彼らが い か なる霊を身に つ

けて い る かを知らな い と叱り つ ける ｡ 弟子達はイ エ ス 同様旧約的な精神を捨て

去り, 新しい愛 の精神を身に つ けて い る べ き であ っ た ｡ しか し彼らは依然とし

て まだ旧約的思考に支配され て おり , 新しい 人間とはな っ て い な い ｡ 彼 ら の無

知はまたイ エ ス が い かなる人 である の か, イ ギリ ス が い かなる使命を帯び て今

エ ル サ レ ム - 向かおうとして い る の かさえ知らな い ｡ イ エ ス の弟子達は新し い

衣を身にまとう必要がある ｡ イ エ ス が彼らの提案に同意しなか っ た理由は彼ら
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が同じ人間で あるサ マ リ ア 人を愛する こ と が できなか っ た からで ある ｡ も し弟

子達が彼らが い かなる霊から成り立 っ て い る かを知 っ て い れば, 彼らはサ マ リ

ア 人を天か ら の 火によ っ て 焼き滅ぼすことをイ エ ス に提案する ことはなか っ

た ｡ ア ン ドル ー ズ はイ エ ス の 弟子達を批判するが , それ はすべ て彼らの 無知に

よ ると考えて い る ｡

弟子達の最大の無知は, 彼らが い かなる霊 の持ち主 であるかを知らな い こと

で ある ｡ 無知からは い かなる良 い提案も生 じて こな い ｡ 知識なしで は良 い祈り

も崇拝も魂自身もありえな い ｡ ア ン ドル
ー ズ か らすれば火によるサ マ リ ア焼却

提案は弟子達の ｢ 無知な崇拝+ ｢ 盲目的信仰+ ｢ 盲目的服従+
( 9)
に よ るがゆえに ,

こ れらす べ て はキリ ス トにより叱責される ｡ ｢ ロ
ー マ 人 - の 手紙+ を引用 しつ

つ
,
ア ン ドル ー ズ は次の ように言う｡

Z e al
,
if it b e n o t s e c u n d u m s ci e n ti a m

,
c a n n o t b e s e c u n d u m c o n s ci e n ti a m ; m a tt e r of

c o n c eit it m a y b e , o f c o n s ci e n c e it c a n n o t b e ･

(1
･
〔))

ユ ダヤ人 の律法遵守は彼らの神 へ の絶対的服従を示して は い る が , 彼 らは正 し

い神の救 い に関する知識は持ち合わせ て い な い ｡ 知識を欠く熱心さは ｢ きまぐ

れの 問題+ で あり , ｢ 良心 の 問題+ と はなりえな い ｡ 弟子達の無知は彼らの行為

に つ い て の無知で はなく, 彼らの霊 に つ い て の無知である ｡ 彼らは無知で ある

が故に ｢ 残虐な行為+ を引き起こすと, = ろ であ っ た｡ ア ン ドル
ー ズ は, 多くの

盲目的行動は行動を起こす人が自らの 霊に つ い て い か に無知であるかか ら生 じ

て きて い る , と言う ｡ こ こ で ア ン ドル
ー ズが意味する ことはヤ コ ブと ヨ ハ ネは

｢ 新し い 人+ に生まれ変わる必要があ っ たと いう こと で , そ れ はとりもなおさず

彼らがキリス トの教えを身に つ けなければならな い ことを意味する ｡ キリ ス ト

の教えにより, 新し い知識を得る必要があり, それを知りさえすればヤ コ ブと

ヨ ハ ネ は キ リ ス トと宗教が異 なるからと い っ て サ マ リ ア人を火 によ っ て焼き滅

ぼすと い う提案をキリス トにする ことはありえなか っ た ｡
一

口 で 言えばイ エ ス

の弟子でありながらヤ コ ブと ヨ ハ ネ は自分には無知で , 自分達の 行為も正 しい

と思 い ながらも実はそれはイ エ ス の弟子にはあるまじき こ とだと い う ことを全
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くわ か っ て い な い , と い う ことな の で ある ｡ ヤ コ ブ と ヨ ハ ネはサ マ リ ア焼却を

提案す べきではなか っ た｡ 彼 らに はイ エ ス を冷遇したサ マ リ ア人に対し他にや

る べき ことがあ っ た はずである ｡ それ は ｢ ル カ伝+ 9 章5 4 節
-

5 6 節の 最後の
一

節, ｢ と いうの は人 の子は人 々 の命を滅ぼすため ではなく, 救うため に来た+ に

明らかである ｡ 何 の ため にイ エ ス は こ の世に来たの か ｡ 何 の ためにイ エ ス は神

によ っ て こ の 世 に送られたの か｡ い か な る目的 の ため に神はイ エ ス の 霊を形

作 っ た のか ｡ ｢ ル カ伝+ 4 章18 節にあるように｢ 主の霊がわたしの 上におられる ｡

打ち ひ しがれ た人を い や し, 捕らわれ て い る人を解放する ため で ある+ ｡ キリ

ス トが神か らこ の 世に遣わされたの は ｢ 失われた人+ ｢ 罪人+ ｢ 貧し い 人+ を救

うため である ｡ ｢ イ エ ス+ なる名前も ｢ 救 い主+ を意味し, 彼は ｢ 子羊+ で あり

｢ おおかみ+ で はなく, ｢ め ん どり+ であり ｢ ト ビ+ で はなく, ｢ ブ ドウ の 木+ で

あり ｢ イ バ ラ+ で はな い
(ll)
｡ 柔和な, 優 し い イ エ ス を ｢ 滅 ぼすため で はなく,

救うため に+ こ の世に送 っ たの は神 である ｡ こ れ以外にイ エ ス が こ の世 に来た

理由はな い ｡ 救 い 主として の キリ ス トをア ン ドル ー ズ は再三 強調する ｡ ヤ コ ブ

と ヨ ハ ネは救うため に こ の世に現れたイ エ ス に対して無知であ っ た , と ア ン ド

ル ー ズは指摘する ｡ イ エ ス は サ マ リ ア で冷遇を受けたほかにも様 々 な冷遇 ･ 侮

蔑 ･ 暴力 ･ 冷笑を受けた｡ その最たるもの は エ ル サ レ ム で の受難である ｡ ある

い は弟子の ヤ コ ブと ヨ ハ ネは身の危険を感じると彼らはイ エ ス を知らな い とさ

え言 っ た｡ も しその たびごとに天か らの懲罰が下 っ て い たら, こ の世は ｢ 灰 の

山+ にな っ て い た
(12)
｡ しか しながらイ エ ス は自ら の逆境にあ っ て も生命の危険

があ っ て も , 彼の敵に対して憎しみを爆発させる ことはなか っ た ｡ 逆に彼が示

した の は愛で あ っ た ｡ イ エ ス の 使命は愛による救 い で ある ｡ 救 い 主として のイ

エ ス の 強調は こ の後 の エ リヤ批判とともに ア ン ドル ー ズ の説教の中心的テ ー マ

で あるが, こ れらの 問題は火薬陰謀事件 へ の ア ン ドル ー ズ の真意を解明する上

で重要なテ ー マ と な っ て い る ｡
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2 . ア ン ドル ー ズの エ リヤ批判

サ マ リ ア 人 へ の冷遇に対して の弟子達の懲罰提案は彼らの様々 な無知による

と こ ろが大き い ｡ その無知で最もはなはだし い 無知は弟子達がイ エ ス の時代に

依然として エ リヤ を先例として あげ, エ リ ヤの ごとく行動しようとした ことで

あ っ た｡ イ エ ス の言うごとく ,
また ア ン ドル ー ズ の 言う ごとく ,

エ リ ヤ の 時代

は過ぎ去り , 今 はイ エ ス の時代, 新し い時代である ｡ そ の新しい 時代にあ っ て

は ｢ 律法+ と ｢ 預言+ はすで に過去の 遺物とな っ て い る ｡ イ エ ス が い か なる目

的の ため に現世に現れた のか不幸なことにヤ コ ブと ヨ ハ ネ は知らなか っ た ｡ も

し知 っ て い た ら彼らはイ エ ス にサ マ リ ア焼却を提案する ことはしなか っ た ｡ イ

エ ス からすれば自分を敵にまわし, 冷遇するサ マ リ ア人 であればこ そ尚更
一

層

彼らは救 い の対象となる ｡

ヤ コ ブと ヨ ハ ネがサ マ リ ア焼却は メ シ ア として のイ エ ス の み わざを邪魔する

者は神からの罰を受ける のが当然 で あると考えたが, こ れ か ら我々 は何を知り

うる の か ｡ 弟子達 はイ エ ス の メ シ ア として の使命をは っ きりと理解せず, ｢ 眼

に は眼+ 的なサ マ リ ア焼却を提案する ｡ それは弟子達の ｢無知+ で あり, ｢ 誤

り+ であり
(13)

, 弟子達は｢ どの ような霊か ら成 っ て い るか知らな い+ ｡ つ まり, イ

エ ス は ｢ 律法+ や ｢ 預言+ に代表される旧約の世界から ｢ 隣人愛+ の 世界に登

場して い る の であ っ て , 罪人 の救 い 主として こ の 世に現れて い る ｡ イ エ ス の 登

場は旧約世界の 終幕を意味して い る ｡ と こ･ろ が ヤ コ ブと ヨ ハ ネ はキリ ス トと行

動を共にしなが ら, キリ ス トが い かなる使命を帯びて エ ル サ レ ル ム に向かおう

と して い る の か全くわか っ て い な い ｡ 彼らは依然として ｢力+ に よ る問題の解

決を図 っ て い るだけ である ｡ 精神的な ｢愛+ の力 で はなく, 物理的な ｢力+ に

よ っ て サ マ リ ア の 町を滅ぼそうとする ｡ こ こ に弟子達の 大きな誤りがあ っ たと

ア ン ドル ー ズ は考えて い る ｡ サ マ リ ア人 のイ エ ス 冷遇の原因の
一

つ がイ エ ス と

サ マ リ ア人との 間の宗教上 の違 いがあ っ た ことは確かである ｡ しかし, 宗教に

違 い があるからと い っ て弟子達が即座 にサ マ リ ア 人を焼き尽くすこ とは許され

る行為であ っ たか ｡ 宗教の違う相手を殺害する ことはイ エ ス の 考えには全く反

する ｡ だか らイ エ ス は弟子を叱責する の で ある ｡
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T hi s r e b u k e h e r e o f t h e s e w ill r e a c h t o all u n d e rt a k e r s i n th e s a m e ki n d , T hi s n o n

p e fd e r e s e d s al v w e s a v e s all o u r t o w n s , citi e s , a n d st at e s , f r o m c o n s u m l n g b y fi r e

fr o m a n y of C h ri st
･

s c o m p a n y ･

( 14)

イ エ ス の使命は ｢滅ぼす+ こ と で はなく ｢救う+ こ と で ある ｡ 上記の引用文に

おける ｢同じ種類のす ベ て の企 て 人+ は火薬陰謀事件を考えると極め て示唆的

なである ｡ イ エ ス の叱責はサ マ リ ア人焼却提案者ヤ コ ブと ヨ ハ ネの み ならず国

会爆破計画者ジ ュ ズイ ッ トにま で及び , また ｢ 滅ぼすため で はなく救うため+

の イ エ ス は ｢ キリ ス トの
一

行+ からの火 による破壊からす ベ て の 町 , 市, 国家

を救うとあるように , イ エ ス は国会議事堂 , ロ ン ド ン , そ してイギリ ス をも救

う｡ ヤ コ ブと ヨ ハ ネ同様ジ ュ ズイ ッ トも旧約的な ｢ 眼 に は限を+ 式な暴力で問

題の解決を図ろうとしたが ,
ア ン ドル ー ズ は旧約的な問題解決よりもイ エ ス を

全面に持ち出す｡ 旧約の ｢ 眼 には眼を+ からイ エ ス の ｢ 隣人愛+ が特に強調さ

れて い る ことに注目した い ｡ サ マ リ ア人がイ エ ス を敵視したようにジ ュ ズイ ッ

トもまた ジ ェ ー ム ズ ー

世を敵視した ｡ しかし, それ は異なる考えを持 つ 他者 へ

の 理解と愛情を欠い た ことからくる行為で , 本来の キリ ス ト教信者の取る ベ き

姿では で はな い と ア ン ドル ー ズ は考えて い る ｡

ヤ コ ブと ヨ ハ ネ は怒りにまかせ てサ マ リ ア焼却をイ エ ス に提案する の で はな

い ｡ 彼らからすればイ エ ス にサ マ リ ア の焼却を提案した裏には先例がある ｡ 彼

らは ｢ エ リ ア が行 っ たように+ と言 っ たが, こ の言葉 へ の ア ン ドル
ー ズの 批判

から我 々 は ア ン ドル ー ズ の ｢ エ リ ヤ+ 及び旧約聖書 へ の見解を知る ことが でき

る ｡

｢ エ リ ヤが行 っ たように+ は ｢ 列王妃下+ の 1 章9 節
- 1 6 節 へ の 言及 である ｡ イ

ス ラ エ ル の 王 ア ハ ジ ャ は50 人 の 長とそ の部下50 人を エ リ ヤ のもと へ 送 っ たが ,

天からの火によ っ て彼らは皆滅ばされた ｡ エ リ ヤを捕らえるため で あ っ たと言

われるが
, それはア ハ ジャが欄干から落ちて病気にな っ た の で その痛気が治る

か どうかを エ ク ロ ン の神 バ ア ル ･ ゼ ベ ブ に問うために使者を使わした ｡ そ の と

き主 の使 い が エ リ ヤ に現れ, 王 の 病気は治らず王は死 ぬ と告げよと言われる ｡

エ リ ヤ に会うため に使わされた5 0 人 の 長とその部下5 0 人 は天からの火 によ っ て
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滅ばされる が , こ れ は ア ハ ジ ャ王がイ ス ラ エ ル の神以外 の神を信 じたため で あ

る ｡ い わば異教を信じた事に対する主からの罰 であ っ た ｡ ヤ コ ブと ヨ ハ ネ は

｢ 列王妃下+ の こ の
一

節を先例とし, イ エ ス を拒否したサ マ リ ア人 へ の 天からの

火によ る懲罰をイ エ ス に提案する ｡ それは旧約聖書で エ リ ヤがすで に行 っ て い

る か らである ｡ それ は バ ア ル ･ ゼ ブブと いう ｢ はえの王+ を崇拝して い たイ ス

ラ エ ル の 王 ア ハ ジャが自ら
.
の 死を エ リ ヤ か ら告げられる の を嫌 い , エ リ ヤを捕

まえようとしたからである ｡ 神 の命を受けた エ リヤに対する ア ハ ジャ王 の不遜

な行為 の ため である ｡ エ リ ヤ へ の行為は神 へ の行為と見なされ , ア ハ ジャ王は

間接的に神 へ 反抗したと見なされる ｡ だか らア ハ ジャ王から エ リヤ へ 使わされ

た50 人 の長と50 人 の部下は天からの火 によ っ て滅ぼされた の である ｡ こ れに対

し, ｢ ル カ伝+ の場合は どうか ｡ エ ル サ レ ム - の 途上 , サ マ リ ア でイ エ ス がサ マ

リ ア人から宿泊を拒否された ことは救 い主イ エ ス に対するはなはだし い 侮辱で

あるとヤ コ ブと ヨ ハ ネ は考えた｡ サ マ リ ア へ 来る前, イ エ ス は山上 で モ
ー ゼ と

羊 リ ヤ に会 い ,
い わば ｢ 変容+ を遂げて い る ｡ 救 い の使命を旧約の 二 人から受

けたばかり で ある ｡ そ の ようなイ エ ス へ の侮辱は神 へ の侮辱でもある ｡ それ ゆ

え, 弟子達は天からの 火によ っ て サ マ リ ア の 町を滅ぼそうとした ｡ ｢ 列王妃下+

でも ｢ ル カ伝+ で も い ずれも神 - の 抵抗が問題で , 神に対する従順な態度が欠

けて い る ｡ ｢ ル カ伝+ の弟子達が先例としてあげた｢ 列王妃下+ の火による懲罰

は主 の意志による ｡ しか し, イ エ ス は敵を殺すことを目的として救 い 主とな っ

た の で はな い ｡ イ エ ス の使命は ｢救う+ こ と であり, その ため にイ エ ス は こ の

世に現れた｡ 弟子達の サ マ リ ア 人 へ の 怒りも神の 子た るイ エ ス を思えばこそ で

あるが , しか し, イ エ ス から言わせれば弟子達には他者 へ の愛が欠如して い た ｡

サ マ リ ア人 はイ エ ス を無視する人間で あれば こそさらに
一

層彼らに弟子達は愛

情を注ぐべ き で あ っ た ｡ それ こそがイ エ ス の弟子に課せ られた絶対条件であ っ

た ｡ イ エ ス に従う者には自己犠牲, 他者 へ の愛が必要である ｡ ち ょうどイ エ ス

が愛を注 い だ人間は社会の最下層でうごめく人たちで あ っ たように , 弟子達に

もイ エ ス を冷遇するサ マ リ ア人 へ の 愛情が必要であ っ た｡ 言うなればイ エ ス の

弟子達は い まだに旧約聖書的考えにとり つ かれた人間で あ っ た ｡ 彼 らにはイ エ

ス に従う者として の自覚が欠け, 何 よりも他者 へ の愛が欠けて い た｡ だからイ
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エ ス は弟子を叱り つ け, ｢ 君 たちは どの ような霊か ら成り立 っ て い るかわか っ

て い な い+ と言うの で ある ｡ イ エ ス が弟子に要求した の はサ マ リ ア人 へ の 憎し

み で はなくむしろ愛で あ っ た ｡ ア ン ドル ー ズは , ヤ コ ブと ヨ ハ ネ はなぜ彼らが

イ エ ス の弟子 である のか , またイ エ ス の弟子で ある ことは何を意味する の かを

理解できな い ことを指摘 した い の で ある ｡ イ エ ス が弟子達を叱責する の はまさ

しく こ の ため である ｡ 救 い を特殊な民族 , 人種に限 っ たサ マ リ ア人と異なり,

イ エ ス は ｢ 万民 の主+ で ある ｡ 人種, 民族に関わらずイ エ ス を信じる者はす ベ

て が救われる ｡ イ エ ス の 登場によ っ て律法の義は終幕を迎え , 新し い 信仰 の 暗

が到来した ｡ イ エ ス の 到来が律法の意味を失わせた ｡ と こ ろ がヤ コ ブと ヨ ハ ネ

は相変わらず律法的精神を信奉し, イ エ ス 登場 の意味を理解できな い で い た ｡

彼らは , 救 い は律法を遵守する ことによる の で はなく, イ エ ス を信じる こ と に

よ る ことを理解できな い で い た ｡

｢ エ リ ヤが行 っ た ように+ には様 々 な問題が含まれ て い る ｡ そ の最大 の問題点

は ｢ エ リ ヤ+ フうミア ン ドル ー ズ にと っ て は必ずしも敬愛の対象で はなか っ たと い

う こと で ある ｡ カ リ ス マ 的存在として の エ リ ヤ はもはや 過去 の 虚像にすぎな

い
｡ ア ン ドル ー ズ にと っ て イ エ ス到来 の時代にあ っ て エ リ ヤ はもはや何ら権威

的存在ではありえな い ｡ エ リ ヤ は破棄す べ き過去の 預言者であり , 時代はイ エ

ス の時代である ｡ ひと の命を滅ぼすため ではなく, 救うため にイ エ ス は到来し

て い る ｡ 火薬陰謀事件で ジ ェ ー ム ズ
ー

世 が奇跡的に救出されたの はまさしくイ

エ ス の おかげである ｡ ｢ エ リ ヤが行 っ た ように+ から エ リ ヤ からイ エ ス へ と ア ン

ドル ー ズの論点が移行して い る こ とを我々 は知り, その 移行 の なか に我々 はま

たジ ェ ズイ ッ ト - の ア ン ドル ー ズ の 批判を見る の である ｡

3 .
｢ ルカ伝+ 9 章5 4 節 -

5 6 節と火薬陰謀事件

｢ ル カ伝+ 9 章5 4 節
-

5 6 節と火薬陰謀事件とはどの ような関係にある の か ｡ こ

れは ｢ ル カ伝+ の 火薬陰謀事件 - の 適応と いう重要な問題を提起するが , こ れ

に関して ア ン ドル ー ズ は次の ように言う｡
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A n d w a s n o t t his
,
u n d e r t h e t e r m s o f J a m e s a n d J o h n a n d a t w o n o f S a m a ri a , o u r

v e ry c a s e thi s d ay f o u r y e a r? W e w e r e th e n i n d a n g e r o
f d e str o y l n g , a n d d e st r o y l n g b y

th e s a m e el e m e n t , 良r e; a n d s o n e a r it w e w e r e , it w o ul d h a v e b e e n d o n e a s s o o n a s a

l ett e r b u rn t . T h e r e w e r e th e n th at f o r w a rd e d th e s e fi r e w o rk s w ith th ei r di ci m u s all th e y

c o ul d ; a n d t h e y s ai d , t h e y w e r e di s cipl e s of J e s u s
T

s o ci ety ･ B u t J e s u s s h e w e d H i m s elf

t o b e i n H e a v e n , of t h e s a m e m i n d H e w a s o n e a r th ･ A n d H e w a s th e n b e tt e r t o thi s

t o w n th a n H i s d e s cipl e s , s o t o a s H e w a s b ette r th a n th e f ath e r s o f H i s s o ci ety ,
a n d

r e b u k ed t h e m t o o;
(15)

こ こ で ア ン ドル ー ズ は ヤ コ ブ ･ ヨ ハ ネとサ マ リ ア との 関係を ｢我 々 の場合そ の

も の+ と言 っ て い る ｡ とすればサ マ リ ア の 町焼却を提案するヤ コ ブと ヨ ハ ネ は

ジ ュ ズイ ッ トで , サ マ リ ア は国会議事堂と いう ことになる ｡ バ
ー ロ ー

,
ア ン ド

ル ー ズ
, ダ ン の 旧約聖書を基にした説教では聖書の火薬陰謀事件 - の 適応は容

易であ っ た が , ｢ ル カ伝+ に基 づく説教の場合 , 登場人物がイ エ ス , 弟子 , サ マ

リ ア人 の 3 人 となり, それ らの 関係は複雑で ある ｡ その た めサ マ リ ア事件の火

薬陰謀事件 へ の 適応が し っ くり い かな い が
(16)
, ア ン ドル

ー ズ はサ マ リ ア ニ 国会

議事堂 , ヤ コ ブ と ヨ ハ ネ - ジ ュ ズイ ッ トと考え, 両事件の 関連性 に言及する ｡

｢ ル カ伝+ に基 づく説教は旧約聖書に基づく説教とは異なる印象を与える ｡ ｢ ル

カ伝+ で はキリ ス トの ｢ 隣人愛+ と ｢ 平和+ が強調される の に反し, 旧約聖書

に基 づ い た説教では火薬陰謀事件実行犯とそ の裏 で糸を引くカ トリ ッ ク教会 へ

の容赦の な い 非難を浴びせ られる ｡ ｢ ル カ伝+ をテ
ー マ に した説教で は敵である

サ マ リ ア 人 へ
'
の 批判は強くは な い ｡ イ エ ス に宿泊を拒否したサ マ リ ア人に対

し, イ エ ス は弟子達に同意する どこ ろか逆 に弟子達を叱り つ ける ｡ イ エ ス を冷

遇したサ マ リ ア へ の 懲罰が希薄化され, も っ ぱらキリ ス トの ｢ 愛+ が説かれる ｡

イ エ ス は自らを歓迎しなか っ たサ マ リ ア 人にすら救 い の 愛はある ことを示唆し

て い る ｡ イ エ ス の サ マ リ ア 人 へ の態度は言うなれば ｢ 敵+ をも愛せ よ, と い う

イ エ ス の根本思想に通ずる態度で ある ｡ イ エ ス を冷たくあしら っ たサ マ リ ア人

にすらイ エ ス の 救済はある ｡ イ エ ス に対して拒否, 無視, 反抗を示すサ マ リ ア

人にすら愛の 姿勢を示すイ エ ス の深 い 人間愛が こ の
一 節 の キ ー ポイ ン ト で あ
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り, ア ン ドル
ー ズ の 説教も当然 の ことなが らイ エ ス の 愛が説教 の主題となる ｡

しかしイ エ ス の サ マ リ ア人 へ の態度は火薬陰謀事件と い う前代未聞の事件との

関連から考えると釈然としな い ｡ サ マ リ ア事件で のサ マ リ ア を火薬陰謀事件に

適応すると, ア ン ドル
ー ズ は火薬陰謀事件に関わ っ た人達に対してすら温情を

示すこと になる ｡ ジ ェ ー ム ズ
ー

世及びそ の 家族 ,

.
ジ ェ ー ム ズ ー 世王朝 の要人す

べ てを 一

瞬のうちに殺害しようとした実行犯に対して すらす べ て を ｢ 許す+ と

いう慈悲をこ の 説教で表明する ことになる ｡ ジ ェ ー ム ズ ー 世が ｢ 平和+ を特に

重視したとは言え,
■
火薬陰謀事件に つ い て の 王 の 国会演説で は事件糾弾 の 姿勢

が強く反映されて い た｡ とすればア ン ドル ー ズ は ジ ェ ー ム ズ ー

世と は異な る見

解をこ の 説教で述 べ て い ると言わねばならな い ｡ 御用説教家と言われた ア ン ド

ル ー ズ が ジ ェ ー ム ズ ー 世 の意向に逆らう発言をするとは考えられな い し決して

ありえな い こと である ｡ む しろ ア ン ドル ー ズ はジ ェ ー ム ズ ー 世の 考えを
一

般民

衆に説教と いう形で伝える人物であ っ た ｡ ｢ ル カ伝+ によ る説教で は｢ ル カ伝+ の

火薬陰謀事件 - の適応を考慮すると ア ン ドル ー ズ は陰謀事件関係者 へ の寛人な

処置を示唆する ことになる ｡ こ れは ジ ュ ズ イ ッ ト憎しの 時代にあ っ て は ジ ェ ー

ム ズ ー

世殺害犯を許すと いう大胆しすぎる発言で ある ｡ 事件は既に関係者の処

罰で終わりを告げ, 火薬陰謀事件は 一 応は決着は つ い た｡ しか し, ア ン ドル ー

ズ が言 い たか っ たの は火薬陰謀事件実行犯 - の慈悲と い うよりは陰謀事件以降

益々 関係が悪化して い っ た ジ ェ ー

ム ズ ー

世と ジ ュ ズイ ッ トとの対立解消であ っ

たろう｡ 両者の和解なしには ジ ェ ー ム ズ ー

世 の繁栄はありえな い ｡ ア ン ドル ー

ズが敵にも愛を示したイ エ ス を特に強調したの は火薬陰謀事件関係者よりはそ

れ以降の ジ ェ ー

ム ズ ー

世を敵視する ジ ュ ズ イ ッ トだ っ た ｡ ア ン ドル ー ズ は弟子

の ヤ コ ブと ヨ ハ ネの様 々 な無知を指摘して い たが , あの 無知はまたジ ュ ズイ ッ

トにも言える ことだ っ た ｡ ヤ コ ブと ヨ ハ ネ の サ マ リ ア焼却提案は ジ ュ ズ イ ッ ト

の国会爆破計画 に相当する ｡ ヤ コ ブ と ヨ ハ ネ は しか しながら, 彼らが い かなる

資格でイ エ ス の弟子とな っ て い るか知らなか っ た｡ 同様にジ ュ ズイ ッ トもなぜ

彼らがイ エ ズ ス 会を名乗 っ て い る の かわか っ て い な い ｡ 何よりもヤ コ ブと ヨ ハ

ネ同様 ｢力+ に よ っ て事の解決を図ろうとして い たジ ュ ズイ ッ トはまさしく旧

約的思考にとらわれ て い た ｡ エ リ ヤ の時代は過ぎ去り, 新 し い イ エ ス の 時代で
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ある ことを, 力よりは愛が重要 で ある こ とをジ ュ ズ イ ッ トは知らなか っ た ｡ す

べ て はヤ コ ブと ヨ ハ ネ同様ジ ュ ズイ ッ トの 無知が引き起こ した事件, それが火

薬陰謀事件で あ っ た ｡ イ エ ス はサ マ リ ア焼却を提案したヤ コ ブと ヨ ハ ネを叱責

し, サ マ リ ア 人 に は憎しみ よりは愛を示すようにと弟子達に促 した よう に,

ジ ェ
ー ム ズ ー

世殺害を計画したジ ュ ズ イ ッ トもジ ェ
ー ム ズ ー

世 へ の憎しみより

も愛を示す べ き であ っ た ｡ しか し愛よりは憎しみ によ っ て ジ ェ
ー ム ズ ー 世 の爆

破を試み たジ ュ ズイ ッ トは神からの 叱責により, 自滅 の 道を歩むこ とになる ｡

ア ン ドル ー ズ がイ エ ス の 愛によるサ マ リ ア人救出を説教の 主題に取り上げた の

は頑な敵対者 へ 容赦の な い行動をとる ジ ュ ズイ ッ トに はイ エ ス 的精神が必要で

ある ことを言 い た か っ たに他ならな い ｡

ア ン ドル
ー ズ は , イ エ ス の精神により敵 へ の 愛をも示して い る が ,

ジ ュ ズ

イ ッ トの背後に君臨するカ トリ ッ ク教会 へ の態度はす べ て が慈悲の精神であ ふ

れ て い る わけ で はな い ｡ ア ン ドル
ー ズ は また, 火薬陰謀事件説教の ル

ー ル に

従 っ て カ トリ ッ ク教会 へ の批判も忘れはしな い ｡ 次に ア ン ドル
ー ズ の カトリ ッ

ク教批判を見て みた い ｡

4 . ア ン ドル
ー ズ のカ トリッ ク教批判

ヤ コ ブと ヨ ハ ネ の無知から我々 が知る ことが できる
一 つ に ア ン ドル ー ズ は国

会爆破を企て た過激なカ トリ ッ ク教徒ジ ュ ズイ ッ トの精神を挙げて い る ｡ こ こ

からア ン ドル ー ズ は カ トリ ッ ク教徒 - の 批判を始める ｡ サ マ リ ア焼却をたしな

めたイ エ ス と異なり ,
カ トリ ッ ク教徒は逆に国会爆破計画を叱責する ことはし

なか っ た ｡ む しろその 計画を認め , 宣誓によ っ て 実行犯を拘束した ｡ カ トリ ッ

ク教徒はイ エ ス と は全く逆の行動を取り, 水をまくためで はなく炎に油を注ぐ

ことをして い る ｡ こ こ で ア ン ドル ー ズ は サ マ リ ア事件と火薬陰謀事件の両方に

言及し , キリ ス トは人を滅 ぼす人間ではな い こ と及び我 々 は皆キリ ス ト と同じ

考えを持たねばならな い ことを説き , 国会爆破計画を企て たジ ュ ズイ ッ トには
/

こ れら の点が欠けて い た ことを指摘する ｡ ア ン ドル
ー ズ はサ マ リ アを論じなが

ら最終的には17 世紀の
′

ジ ェ ー ム ズ ー

世の イ ギリ ス - と論を展開して い く｡ 説教
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そ の も のが ジ ュ ー ム

′

ズ ー

世 の 命を狙 っ た火薬陰謀事件糾弾を目的として い たが

ゆえにそれは避けられな い 論 の展開で ある ｡ む しろ説教の聴衆は ジ ェ ー ム ズ ー

世をも含め て ｢ ル カ伝+ の解釈よりも , ア ン ドル ー ズが ｢ ル カ伝+ を基にして

い か に火薬陰謀事件及 びジ ュ ズイ ッ ト (広くは カトリ ッ ク教徒) を批判するか

により大きな関心があ っ た ｡

ア ン ドル ー ズ の ジ ェ ズイ ッ ト へ の 批判は最初 にジ ュ ズイ ッ トの名称か ら始ま

る ｡ 火薬陰謀事件の首謀者ジ ュ ズイ ッ ト の 正式名は
"

t h e S o ci ety of J e s u s
”

で あ

る ｡ こ れに は 二 つ の意味があ っ て ,
一 つ はイ エ ス の弟子達をも含む ｢ イ エ ス の

会+ ともう
一

つ は 国会爆破の 実行犯の所属する ｢ イ エ ズ ス 会+ を指して い る ｡

どちらも ｢ イ エ ス+ の名を標模して い るが , そ の性格は著しく異な っ て い る ｡

｢ イ エ ス の会+ の 目的は破壊する こと で はなく , 叱責する こと であるが , ｢ イ エ

ズ ス 会+ の 目的は破壊する こ と で あり , 国会爆破提案を承認する こと で ある ｡

柔和なイ エ ス と異なり, イ エ ズ ス 会士は ｢熱心 な, 激し い , どう猛な精神+ の

持ち主 で ある ｡ しかし, イ エ ス の 現世 へ の到来理由を考えれば当然の事ながら

イ エ ズ ス 会もイ エ ス の行動に賛同しなければならな い ｡ しか しながらイ エ ズ ス

会は国会爆破計画に象徴さるように政治の舞台にま で登場し, 王 の存在を認め

な い 立場を取 っ て い た ｡ そ の ようなイ エ ズ ス 会が ｢ イ エ ス+ を名乗る の で あれ

ば , それは｢ もうひとりのイ エ ス+ で あ る魔術師 ･ 偽預言者の パ ルイ エ ス ス ( B a r

j e s u s) で あ る
`1 7'
｡ イ エ ズ ス会は偽預言者に支配されて おり, 真のイ エ ス と は無

縁の 団体で ある ｡ イ エ ス は い か にサ マ リ ア人から冷遇されようとも彼らを破壊

する ことは しなか っ た｡ 旧約 でも シオ ン は血を流 して ま でも築かれる べ き で あ

ると い うの は神 の意志 で はなく , 新約 でも神の教会が人 々 を灰にして ま でも築

か れる べきだと い うの は神の 意志 で は か ､ ｡ つ まり, 争 い を通 して神の 意志を

現世に実現する ことは神の意志に反する ｡ 神はあくまでも平和的手段 による自

らの意志の実現を望む｡ と こ ろがイ エ ス の名をかたるイ エ ズス 会は充血 によ っ

て彼らの 意志を貫き通そうとする ｡ ア ン ドル ー ズ からすればイ エ ス を名乗る資

格はなく, 彼らはただ血 によ っ て すべ てを解決しようとして い るだけで , 本来

のイ エ ス とは真 っ 向から対立する
一

派で あ る ｡ ア ン ドル ー ズ の ジ ュ ズ イ ッ ト へ

の 批判は痛烈 である ｡ ア ン ドル ー ズ は彼らを偽予言者 パ ル イ エ ス ス と関連 づ け
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て い る が , こ の説教は全体的には激 し い 口調 にな っ て い な い こ とを考えるとパ

ルイ エ ス ス と して の ジ ュ ズイ ッ トには驚きを感じえな い ｡ エ リ ヤ よりキリ ス ト

を重視する ｢ ル カ伝+ 説教で ア ン ドル
ー ズ は争い を避け, 平和をそ の モ ッ ト

ー

と したジ ェ ー ム ズ ー

世に歩調を合わせ て い るか の ようであるが, それ でも ア ン

ドル ー ズ は ジ ェ ー ム ズ ー 世と ジ ュ ズイ ッ トと の論争を考慮し, 偽予言者バイ エ

ル ス ス を持ち出し, ジ ュ ズイ ッ ト へ 批判を向ける ｡ 火薬陰謀事件記念説教で は

聖書に基 づ き実行犯を批判し, ジ ェ
ー ム ズ ー

世 - の 賛辞と神 へ
.
の 感謝が必ず含

まれなければならなか っ たから, 偽予言者 パ ルイ エ ス ス 導入もア ン ドル
ー ズか

らすればそれは当然の こと であ っ た ｡

ア ン ドル ー ズ ｢ ル カ伝+ の
一

節 に よ る説教の目的は聖書 の 解釈を試み , 聖書

を国会爆破事件に適応 し, 聖書の権威を借りて そ の事件を批判する こと で あ

る ｡ 聖書の解釈だけで は聴衆を満足させず い わ んやジ ェ
ー ム ズ ー 世 臨席の下 で

の御前説教である ｡ ジ ェ ー ム ズ ー

世 は い か にして 説教家が聖書によ っ て自分を

擁護してくれるか, それがジ ェ
ー ム ズ ー 世 の最大の 関心事であ っ た ｡ だから説

教家の なか には露骨な追従的な説教家も出てくる ｡ い か にして ジ ェ
ー ム ズ ー

世

を喜ばすか , い か にして ジ ェ
ー ム ズ ー

世 に気に入れられるか は これまた説教家

の 最大の 関心事 で あ っ た｡ 火薬陰謀事件記念や ガ ウリ
- 陰謀事件の ような

ジ ェ ー ム ズ
ー

世の 生命にかかわる大事件の場合, 説教家の任務はお のずか ら決

ま っ て い る ｡ それ で は ア γドル
ー ズ は ｢ ル カ伝+ 9 章54 節

- 5 6 節と火薬陰謀事

件を い か に関連づ けて い るか ｡ ま たそ の適応は い かなるも の で ある か｡ ｢ ル カ

伝+ と火薬陰謀事件及び適応の成否が説教の優劣を決定する ことになる ｡

ア ン ドル ー ズ は説教の最後に至 っ て 火薬陰謀事件とサ マ リ ア焼却を論ずる ｡

その前 でも所々 で に両者の 関係に言及して い るが , 説教 の終わり近くで そ の 関

係に説教が移行して い く ｡ ア ン ドル
ー ズ は火薬陰謀事件説教とサ マ リ ア焼却事

件を比較し, 火薬陰謀事件がサ マ リ ア焼却事件より大きな事件で , は るかに大

きな神 の 慈悲がジ ェ
ー ム ズ

ー

世 に奇跡的な救 い をもたらしたと言う｡ 両事件は

いずれも ｢火+ に よ る破壊で あるが, 神の意志が読みとれる の は火薬陰謀事件

にお い て である ｡ 更 に は火薬陰謀事件を計画したジ ュ ズイ ッ トは自らその事件

を暴露し, 計画は未然に終わ っ た ｡ 火薬陰謀事件に つ い て 記した謎の書簡を解
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読 し, 事件を未然 に防 い だの は他ならぬ ジ ェ ー ム ズ ー

世自身 であ っ た ｡ こ れは

ジ ェ ー ム ズ ー

世 へ の神からの特別な加護があ っ たか らである ｡ サ マ リ ア事件と

火薬陰謀事件を比較した場合, 火薬陰謀事件でサ マ リ ア人に匹敵する人物は誰

か ｡ サ マ リ ア 人 はイ エ ス を敵視し, 冷遇 した張本人 で ある ｡ 火薬陰謀事件で

ジ ェ ー ム ズ ー

世を敵視したの はジ ュ ズ イ ッ トで あるから, サ マ リ ア 人 - ジ ュ ズ

イ ッ トと いう ことになる ｡ サ マ リ ア 人と対立したイ エ ス は ジ ェ ー ム ズ ー

世 とな

る ｡ ア ン ドル ー ズか らすればジ ュ ズイ ッ トかジ ェ ー ム ズ ー 世 の どちらが神の 崇

拝にお い て ｢ 野蛮な儀式+ を使用 して い る かが問題となる ｡ それ は当然 ジ ュ ズ

イ ッ ト である ｡ サ マ リ ア 人もイ エ ス とは異なる宗教に従 っ て い たか らサ マ リ ア

人 - ジ ュ ズイ ッ ト の 図式は成り立 つ ｡ ま たどちらが ｢ 知らな い ことを崇拝して

い る の か+ に関して もジ ュ ズイ ッ トがそれにあたると ア ン ドル ー ズ は考える ｡

つ まりどちらの宗教がより エ ル サ レ ム へ 窓を開けて い る のかに つ きる問題で あ

る ｡ エ ル サ レ ム へ 窓を開けるとはイ エ ス の 教えに忠実に従う ことを意味する

が, ジ ュ ズイ ッ トはむしろ エ ル サ レ ム へ の 窓を閉じ, 狂信的信仰に拘束されて

い る ｡ ジ ュ ズイ ッ トとジ ェ ー ム ズ ー 世と の 争 い は エ ル サ レ ム へ 眼を向ける こと

で はなく , む しろ ジ ェ
ー ム ズ ー

世が ロ ー マ ヘ 眼を向けな い こ と, つ まりジ ェ ー

ム ズ ー

世 の ロ ー マ 側 - の 抵抗が争 い の根元な の である ｡ 両者の 争い は宗教的な

次元 で行われて い る の で はな い ｡ ロ ー

マ 側の俗権欲がそもそもの 争 い の原因 で

あると ア ン ドル ー ズ は言 い た い の である ｡

火薬陰謀事件とサ マ リ ア焼却事件の被害の 点にお い て前者がよりもはるかに

残酷で ある ｡ 爆破は突然に起こる ｡ サ マ リ ア事件は天からの火により地面まで

の被壊で あるが , 爆破事件で は建物 の 土台と地面にま で影響を及ぼす｡ 更 に悪

い ことには , サ マ リ ア事件で は被害者はサ マ リ ア 人だけで あるが, 火薬陰謀事

件で は ｢ サ マ リ ア人+ も ｢ ユ ダヤ人+ も同時に犠牲者になる ｡ サ マ リ ア事件で

は エ リヤ の先例があ っ たが , 国会爆破事件ではそれに匹敵する爆破計画はイギ

リ ス の歴史の なか で起 こ っ た ことはな い ｡ 事件の残忍性と い う点にお い て は火

薬陰謀事件はサ マ リ ア焼却事件とは比較にならな い ｡

救 い に つ い て はどうか ｡ サ マ リ アもジ ェ ー ム ズ
ー

世も最終的は救われたが ,

サ マ リ ア の場合 , 救われた の は名もな い 貧し い 町で あ っ た の に反し, 火薬陰謀
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事件 で はサ マ リ アとは量質ともサ マ リ ア と は比較にならな い ロ ン ドン で ある ｡

しかもサ マ リ ア に は名だたる人物は い なか っ たが, 火薬陰謀事件で はジ ェ
ー ム

ズ ー 世を始め政府の 要人が い た ｡ サ マ リ ア で はヤ コ ブと ヨ ハ ネ地上 で 口頭でイ

エ ス から叱責されただけであるが , 火薬陰謀事件で は実行犯は神から叱責され

た ｡ 彼らは実行直前に奇跡的に自らの犯罪を暴露する ことになり, 事件は未然

に終わ っ た｡

火薬陰謀事件の奇跡的な失敗はキリ ス トがイギリ ス を救 い に来たからに他な

らな い ｡ キ 1) ス トは , 実行犯の霊を心 に留める ことをさせず, 彼ら自身の 口か

ら犯行計画 を 漏 らさ せ た ｡ 彼 ら は自 らの 破滅 の 道具と な っ て しま っ た ｡

M o n t e agl e
へ の 犯行を示唆する書簡をジ ェ

ー ム ズ ー 世に解読させた の は他なら

ぬ神 である ｡ ジ ェ
ー ム ズ ー 世 はこ の書簡から国会爆破計画を知り, 王 は奇跡的

に難を逃れた ｡ ア ン ドル ー ズ は, キリ ス トがイ ギリ ス に は単に ｢破壊するため

で はなく救うため に+ 現れた の で はなく, 2 回現れたと言う｡
一 回目 は｢ 慈悲+

からイギリ ス 人を破壊するため ではなく , 救うために来, 2 回目 は事件の実行

犯を救うため で はなく滅ぼすため に来た ｡ こ れ は ｢ 裁き+ から である ｡ イ ギリ

ス に は 2 度もキリ ス トの恩恵を被 っ て い る ｡ 火薬陰謀事件実行犯は奇跡によ っ

て滅ばされ , ジ ェ
ー ム ズ ー

世 は奇跡によ っ て救われた｡ こ れ もす べ て ｢ 神の右

手が引き起こ した+ こ と である
(18)
｡ ア ン ドル ー ズ は こ の ようにイ ギリ ス へ の神

の特別な配慮を述 べ , そ れはとりもなおさずジ ェ
ー ム ズ ー

世 - の 神の深 い愛情

の現れ であると言 い た い の である ｡

火薬陰謀事件記念説教は実行犯を非難すると同時に ジ ェ
ー ム ズ ー

世 及びイギ

リ ス 賞賛, そ して 最後に神 - の 感謝で終わ らねばならな い ｡ こ の箇所は説教の

最も重要なと ころ で あるが , ア ン ドル
ー ズ はジ ェ ー ム ズ ー

世の奇跡的救出賞賛

及び神 へ の感謝に関して は多くの ス ペ
ー

ス を さ い て は い な い ｡ ア ン ドル
ー ズ の

筆致に激し い エ ネ ル ギ ー

は なく , 火薬陰謀事件記念説教の型 どおりの形式に

従 っ て 説教を行 っ て い る感が強 い ｡ こ の 説教 で最も問題なの は火薬陰謀事件実

行犯,
つ まりジ ェ

ー ム ズ ー

世殺害を企て たジ ュ ズイ ッ ト へ の ア ン ドル
ー ズ の態

度である ｡ ｢ ル カ伝+ 解釈にもあ っ た ように , ア ン ドル
ー ズ はサ マ リ ア焼却を提

案するヤ コ ブ と ヨ ハ ネをイ エ ス が叱責した ことに触れ て い る ｡ こ の サ マ リ ア焼
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却事件は火薬陰謀事件に適応すれば どうなる の か ｡ ア ン ドル ー ズ は弟子 の ヤ コ

ブと ヨ ハ ネをジ ュ ズイ ッ トとし, サ マ リ アを国会議事堂とした ｡ ヤ コ ブと ヨ ハ

ネはイ エ ス か ら叱責を受けるが , 彼らは本当 の意味で まだイ エ ス を理解して い

な い ｡ 彼 らは人 の子イ エ ス - の 侮辱に腹を立て , サ マ リ ア焼却を提案するだ け

で ある ｡ こ れを国会爆破事件 へ 移行した らどの ような意味をも つ か ｡ ジ ュ ズ

イ ッ トもジ ェ ー ム ズ ー 世 と の 宗教的な違 い か ら火薬もろ ともジ ェ ー ム ズ ー

世を

殺害する計画を立て た ｡ しかし, ア ン ドル ー ズ から言わせればち ょうどヤ コ ブ

と ヨ ハ ネが依然として ｢ 眼 に は眼を+ 的な旧約聖書思考にとり つ かれ て い たと

同様, ジ ュ ズイ ッ トもまた ｢愛+ で はなく ｢ 眼 に は眼+ で の復讐しか考えて い

なか っ た ｡ ヤ コ ブ と ヨ ハ ネ同様 , ジ ュ ズイ ッ トも大きな ｢ 無知+ から事件を企

て た人達で あ っ た｡ ジ ェ ズ イ ッ トはヤ コ ブと ヨ ハ ネ同様彼らが い かなる霊か ら

成り立 っ て い る か無知で あ っ た｡ ヤ コ ブ と ヨ ハ ネ はそ の後自らの 無知を悟り,

以後精力的にキリ ス ト教の ため に奔走するが , ジ ュ ズイ ッ トはなおも ｢ 無知+

の ままイギリ ス を含め ヨ ー ロ ッ パ 社会に混乱を引き起こすだ けであ っ た｡ ヤ コ

ブと ヨ ハ ネの ｢ 無知な崇拝+ ｢ 盲目的信仰+ ｢ 盲目的服従+ や彼ら の ｢ 無知+ ゆ

え の ｢ 残虐な行為+ はす べ てそ のまま火薬陰謀事件の ジ ュ ズイ ッ トに つ い て 言

える こと であ っ た ｡ 説教における適応 は 一 応成功して い る ように見えるが , ま

た無理なと こ ろ がある の も否定できな い ｡ それ はヤ コ ブと ヨ ハ ネが ジ ュ ズイ ッ

トとなり, サ マ リ ア が ジ ェ ー ム ズ ー 世ともなるから である ｡ 旧約聖書からの説

教で は こ の適応はうまく い っ て い た ｡ ジ ェ ー

ム ズ ー

世が ダ ビデ や ソ ロ モ ン やイ

エ ス に適応され, そ の 適応は追従的演出 の 印象も与える が聴衆 - の効果は大き

か っ た が , ｢ ル カ伝+ か ら の 説教で は聖書の ジ ェ ー

ム ズ ー

世 - の 適応がうまく

い っ て い な い ｡ こ れが こ の説教が成功したとは言えな い 理由の 一 つ で ある ｡

もう
一 つ

, ｢ ル カ伝+ の 火薬陰謀事件 へ の 適応を考えた場合, イ エ ス を冷遇す

るサ マ リ ア人にもサ マ リ ア焼却を提案するヤ コ ブと ヨ ハ ネ にもイ エ ス は激怒し

な い ｡ イ エ ス の ｢ 敵+ に対する愛は火薬陰謀事件を考える場合には国会爆破事

件実行者 へ の愛とな っ てくる ｡ つ まり国会議事堂爆破もろともとジ ェ ー ム ズ
ー

世関係者をすべ て殺害すると いう前代未聞の凶悪事件を企て たジ ュ ズイ ッ ト へ

慈悲 である ｡ 事件 の首謀者 ロ バ ー ト ケイ ツ ピ ー

は迫撃隊により殺害され , 実
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行犯の ガイ ･ フ ォ
ー

ク ス 等事件関与者は処刑された こ とを考えれば こ の ｢ 敵 -

の 愛+ は事件の歴史的事実を無視し , 国民感情を逆撫でするような行為となる ｡

N o v a k は こ の説教における ア ン ドル
ー ズ の激し い 反カ トリ ッ ク教的感情を指摘

して い る が
19)
, ｢ 激 し い+ と いう表現にはやや疑問である ｡ 説教にお い て反カト

リ ッ ク教的な感情は知る こ とが できるが , それ ほ どの 強さは感じられな い から

である ｡ 逆 に F e r r ell は, 説教における ア ン ドル
ー ズの 反 カ トリ ッ ク教, 反 ジ ュ

ズイ ッ トの態度は冷えて おり , ジ ェ
ー ム ズ ー 世期の穏健さに つ い てあ い ま い な

言語を使用 し続ける こ とを ア ン ドル
ー ズ は認 め て い る , と言 っ て い る･ ｡ そ して

ア ン ドル ー ズ の こ の説教はジ ェ ー ム ズ ー

世側とジ ュ ズイ ッ ト側との 間 の論争時

代 の終蔦の 前兆とな っ て い るとも言 っ て い る
(20)
｡ ｢ ジ ェ ー ム ズ ー

世期 の穏健さ+

と は ジ ェ ー ム ズ ー 世が事件発覚 4 日後の国会演説で カ トリ ッ ク教徒す べ て が事

件に関わ っ て は い なか っ たと いう理由で事件に無関係なカ トリ ッ ク教徒に慈悲

深 い 態度を示したことに言及して い る ｡ ｢ あ い ま い な言語+ と は ア ン ドル
ー ズが

ジ ェ ー ム ズ ー

世 の 敵 である ジ ュ ズイ ッ トに対して の ど っ ち つ かずの態度を意味

し て い るが , そ れ は い たずらにジ ュ ズ イ ッ トを刺激させ な い 安全策でもあ っ

た ｡ 確か に ア ン ドル
ー ズは説教にお い て サ マ リ ア 人焼却を認めず , 彼らにすら

救 い の通がある ことを示唆するイ エ ス の存在を重視して い る ことか らも理解で

きるように , 敵に対する慈悲が顕著とな っ て い る ｡ しか しまた他の 箇所で は

ジ ュ ズイ ッ トや カ トリ ッ ク教会 へ の 批判も行 っ て い る の で , ア ン ドル
ー ズ の

ジ ュ ズ イ ッ ト ･ カ トリ ッ ク教会 へ の 二面性から我 々 は ア ン ドル
ー ズ の真意は ど

こ にある の かと問わ ざるをえなくな っ て くる ｡ M c C ull o u g h は こ の ようなジ ュ

ズイ ッ ト へ の 二 面的な態度は実は ジ ェ
ー ム ズ

ー

世の 二 種類 の カ トリ ッ ク教徒

観 , 即ち穏健なカ トリ ッ ク教徒と過激なカ トリ ッ ク教徒分類によ ると言 っ て い

る
(2 1)
｡ 火薬陰謀事件後にジ ェ

ー ム ズ ー 世が国内の カ トリ ッ ク教徒に課した ｢忠

誠の 誓 い+ で は穏健なカ トリ ッ ク教徒はその 誓い に同意したが, 過激な
一

派は

強硬に反対した｡ ア ン ドル ー ズ は ｢ ル カ伝+ によ る説教で は特にカ トリ ッ ク教

徒を穏健派と過激派に分類はして おらず, M c C ull o u g b の 指摘に は幾分無理が

あると思われる ｡ た だ言える ことはア ン ドル
ー ズ の説教はジ ェ ズイ ッ トに対し

て は慈悲 の 態度を見せ て い ると解釈できながらも他方で は彼らを批判すると い
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う 二 面的態度を示して い る こ と である ｡ ジ ェ ー ム ズ ー

世 と ジ ュ ズイ ッ トとの 論

争が こ の 説教をも っ て終寓に向かうの か否か は疑問の余地 はあるが , ア ン ド

ル ー ズ の ｢ ル カ伝+ 説教は総体的には カ トリ ッ ク教 へ の批判よりイ エ ス 精神 -

より大きなウ エ ー トを置 い て い る ことは確かである ｡ ヤ コ ブと ヨ ハ ネ の サ マ リ

ア焼却を叱責し, サ マ リ ア を焼却から救出したイ エ ス の姿は ｢ 滅ぼすため でな

く救うため+ の イ エ ス 像 であり, イ エ ス を冷遇したサ マ リ ア人に対してすら暖

か い慈悲を示すイ エ ス で ある ｡ そ の サ マ リ ア 人が火薬陰謀事件の ジ ュ ズイ ッ ト

に適応されるときジ ュ ズ イ ッ トに対してすら慈悲を示すと いう こ と になる ｡ 用

意周到な御用説教家の ア ン ドル ー ズ が こ の大胆な適応の 示唆する敵 へ の 慈悲に

気づ い て い な い はずはな い し, また, 説教を聞い て い たジ ェ ー ム ズ ー 世もそれ

を理解しなか っ た はずはな い ｡ と こ ろ が , ジ ュ ズイ ッ ト にも慈悲と いう ｢ ル カ

伝+ を基に した ア ン ドル ー ズ の説教が当時それほ ど物議を醸し出したと い う記

録はな い ｡ ジ ェ ー ム ズ
ー

世や王と共に ア ン ドル ー ズ の説教を聞 い た人達が どの

ような印象を説教から得たかは定かで はな い ｡ ただ興味深 い ことはア ン ドル ー

ズ が ｢ ル カ伝+ に基 づく説教を行 っ た前年1 60 8 年に ジ ョ ン ･ キ ン グ (J o h n K i n g)

が同じく火薬陰謀事件説教を行 っ て い る が, そ こ で キ ン グ は ジ ュ ズイ ッ トを激

しい 口調で攻撃して い る こと である
(22)
｡ ジ ェ

ー ム ズ ー

世を喜ばせ ようとの
一 心

からだ っ たかキ ン グ自身の本音かはは っ きりしな いが , キ ン グ の ジ ュ ズイ ッ ト

へ の憎悪が如実に描かれて い る説教である ｡ ア ン ドル ー ズとキ ン グ , 柔と剛で

ある ｡ と こ ろ が柔の ア ン ドル ー ズ は その後ト ン ト ン拍子に出世の 階段を上り,

彼は16 1 8 年ま で合計1 0 回の 火薬陰謀事件説教と1 60 7 年から16 2 3 年ま で 8 編の ガ

ウ リ
- 陰謀事件記念説教を担う大役を務める ことになる ｡ 彼 は ジ ェ ー ム ズ ー 世

の寵児とも いう ベくジ ェ ー ム ズ
ー

世期を代表する説教家にな っ た ｡ と いう こと

は ア ン ドル ー ズ の ｢ ル カ伝+ に よ る説教は想像する ほどの衝撃をジ ェ ー ム ズ ー

世に は与えはしなか っ た と いう こと で あろう｡ ジ ェ ー ム ズ ー

世 は何よりも平和

を愛好した王 で , T h e P e a c e -

m ak e r
,
R e x P a c lji c u s とも呼ばれた ｡ ア ン ドル

ー ズ

はその ようなジ ェ ー ム ズ ー 世の 一 面を意識して ｢ ル カ伝+ を基 にして説教をお

こ な っ たと考える ことが で きよう ｡ とすればア ン ドル ー ズが火薬陰謀事件説教

にあえて ｢ ル カ伝+ を選んだ理由も自ずと明らかにな っ てくる ｡ ｢ ル カ伝+ 説教
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は ア ン ドル ー ズ の したたかな計算づくめ の ジ ェ
ー ム ズ ー 世 - の 態度が読み とれ

る説教で ,
一

見不成功に見えながらもア ン ドル ー ズ は自らの 目的を十分に果た

したと言える ことが で きる であ ろう ｡

むすび

ア ン ドル ー ズ の ｢ ル カ伝+ 説教は彼にと っ て は 3 番目 の火薬陰謀事件説教で

ある ｡ それま で の彼 の 説教や他の説教は旧約聖書を基 にして火薬陰謀事件説教

を行 っ て い た ｡ 1 6 0 9 年 の 3 回目 の火薬陰謀事件記念説教で ア ン ドル ー ズは聖書

の
一

節を旧約聖書から選ばず, 新約聖書から選んだ ｡ 火薬陰謀事件は(1) ジ ェ
ー

ム ズ ー 世 の救出(2)救出の喜び(3)事件の極悪さ(4 榊 の慈悲, こ れら 4 つ の部分

か ら成り, 併 せ て 王 の 神聖さと王の神 - の 奉仕が付け加えられる の が定石 で

あ っ た ｡ こ れらの 点を旧約聖書から選 べ ばそれらは火薬陰謀事件にうまくあて

はまる ｡ な ぜ かと言えば ユ ダヤ人 の苦難の歴史にジ ェ ー ム ズ ー 世 が直面した火

薬陰謀事件がうまく重なるか らである ｡ 火薬陰謀事件説教の ほとん どは旧約聖

書の
一

節を基 にして い る理由も容易に理解できる ｡ その ほうが説教家としても

説教をする の がはるか に容易であ っ た｡ と こ ろ が新約聖書を基にし て説教をす

ればその 主題は ユ ダヤ人 の苦難の歴史よりも救世主イ エ ス の ｢ 愛+ とならざる

をえな い ｡ ア ン ドル ー ズ の ｢ ル カ伝+ 説教はまさしくイ エ ス を侮辱したサ マ リ

ア人 へ の イ エ ス の 愛, 慈悲が大きな特徴とな っ て い る ｡ だか ら ｢ ル カ伝+ を火

薬陰謀事件 へ 適応する場合, そ の適応がうまく機能しな い と い う欠点が生じて

くる の である ｡ そ の意味では ア ン ドル ー ズ の ｢ ル カ伝+ に よ る説教は成功した

と は必ずしも言えな い ｡ そ れま で の 火薬陰謀事件説教は事件の 首謀者ジ ュ ズ

イ ッ トを徹底的に攻撃し, ジ ェ
ー ム ズ ー 世の 奇跡的救出を声高らか に賛美し,

ジ ェ ー ム ズ ー 世 へ の神の慈悲に感謝する の がお決まりの 説教であ っ た ｡ そ れは

また神か ら特別な加護を受けた ジ ェ
ー

ム ズ ー 世 へ の 賞賛ともなり, ジ ェ
ー ム ズ

ー

世と神と の密接な関係 へ の賞賛ともなる ｡ と こ ろが ｢ ル カ伝+ に よ る説教家

で はジ ュ ズイ ッ ト へ の容赦の な い 弾劾や ジ ェ
ー ム ズ ー 世の奇跡的救出を他の説

教家の ように劇的に述 べ る ことはな い ｡ ア ン ドル
ー ズ の 冷静な態度が顕著な説
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教 とな っ て い る ｡ 確か に上記の 4 点に つ い て ア ン ドル ー ズ は触れ て は い る が ,

感情的にまた扇情的に述 べ はしな い ｡ 説教 の テ
ー

マ は あくま でもイ エ ス が中心

である ｡ なぜ ア ン ドル
ー ズが ｢ ル カ伝+ を説教の主題に選ん だの かその理由を

ア ン ドル ー ズ は明確に述 べ て は い な い ｡ 上 で も述 べ たように ア ン ドル ー ズ は

ジ ェ ー ム ズ ー

世の慈悲心を誇張し, 王の平和 - の 強 い 願望を披露したか っ た の

かもしれな い ｡ 従来の火薬陰謀事件説教とは異なる聖書を題材にして ジ ェ ー ム

ズ ー

世 の ジ ュ ズイ ッ ト - の 新し い態度を示し, ジ ェ
ー

ム ズ ー 世とジ ュ ズイ ッ ト

と の 敵対関係 に和解の兆しを見 つ けようと した の か , そ の真意 は定か で はな

い ｡ ｢ ル カ伝+ を基に説教する の であれば, 当然ジ ェ ー ム ズ ー 世も聴衆もイ エ ス

ー ジ ェ
ー

ム ズ ー

世と い う適応を期待したはずであるが, ア ン ドル
ー ズはそれを

行 っ て は い な い ｡ ジ ェ ー ム ズ ー 世 を喜ばせる の であればイ エ ス ー ジ ェ ー ム ズ ー

世としてもよか っ た ｡ そうすれば ｢破壊するため で はなく救うため に+ こ の 世

に現れたイ エ ス像が R e x P a c lji c u s と して の ジ ェ
ー ム ズ ー

世 と
一

致 してくる o し

か しア ン ドル ー ズ は ジ ェ ー ム ズ
ー

世 一 サ マ リ ア人とした｡ F e r r ell は , ｢ ル カ伝+

に よ る説教は両者の 論争の 終蔦 の前兆 で ある と言 っ た が
2 3)
, そ れ は ｢ ル カ伝+

におけるイ エ ス の慈悲を考慮して だろう｡ しか しア ン ドル
ー ズ は こ の 後も ｢ 忠

誠の 誓 い+ 論争に加わり, ジ ュ ズ イ ッ ト へ 反論を試み て い る ｡ い ずれにせよ｢ ル

カ伝+ 説教によりア ン ドル ー ズ はジ ェ ー ム ズ ー

世から不評を買 っ たと いう事実

はなか っ た ｡ 自らを学者, 神学者と見なし, 説教好きで聖書にも詳細な知識を

持 つ ジ ェ ー ム ズ ー 世は自分の気にくわな い説教には途中で説教を中止させたり

したこともある ほどだ っ た｡ ｢ ル カ伝+ 説教にジ ェ ー ム ズ ー 世 からの特別な コ メ

ン トがなか っ たと いう ことは案外ジ ェ ー ム ズ ー

世 は ｢ ル カ伝+ 説教 に同調する

と こ ろが多くあ っ た のかもしれな い ｡ ジ ェ ー

ム ズ ー 世 は, ｢ ル カ伝+ 説教は R e x

p a c lji c u s と して の ジ ェ
ー ム ズ ー

世 の
一

面を世に喧伝せ しめ る説教で あ っ たと内

心で は満足 して い た の であ ろう ｡ 不成功に終わ っ たと思われる ｢ ル カ伝+ 説教

もジ ェ ー

ム ズ ー

世 に訴える と こ ろが多く, そ れが御用説教家として の ア ン ド

ル ー ズ の 評判を益 々 高め て いく ことにな っ た｡
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